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総務省国立研究開発法人審議会 情報通信研究機構部会（第41回） 

 

１ 日  時  令和５年５月31日（水）10時00分～12時00分 

 

２ 場  所  国立研究開発法人情報通信研究機構会議室及びWEB会議による 

ハイブリッド開催 

 

３ 出 席 者 

（１）委員 

尾家委員（部会長）、大場委員（部会長代理）、尾辻委員、若林委員 

（以上４名） 

（２）専門委員 

牛尾専門委員、橋本専門委員、前原専門委員、村瀬専門委員、森井専門委員、森田

専門委員 

（以上６名） 

（３）総務省 

内藤官房審議官（国際技術、サイバーセキュリティ担当）、 

大森国際戦略課長、川野技術政策課長、津幡技術政策課技術革新研究官、横谷技術

政策課課長補佐 

（４）国立研究開発法人情報通信研究機構 

徳田理事長、増山理事、新田理事、安井理事、矢野理事、茨木理事、中沢執行役、 

盛合執行役、佐藤監事、土井監事、木俵経営企画部長、松井総務部長、加藤総務部

統括、大塚財務部長、松田経営企画部統括・評価室室長 

 

４ 議  題 

（１） 国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績評価の進め方について 

（２） 令和４年度における国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績について 
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開  会 

【尾家部会長】  おはようございます。ただいまから第４１回総務省国立研究開発法人

審議会情報通信研究機構部会を開催いたします。本日は御多忙のところ御参集いただ

きまして、ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 初めに、本日の会議の定足数の関係でございますが、本日は委員４名中４名が出席さ

れておりまして、定足数を満たしておりますことを御報告いたします。また、国立研究

開発法人審議会規則第７条１項及び第２項の規定によりまして、会議は公開とし、また、

議事録及び配付資料も公開とさせていただきます。 

 それでは、事務局から配付資料の説明と本日の出席者の御紹介をお願いいたします。 

【横谷補佐】  事務局の総務省技術政策課の横谷です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 まず、本日の配付資料の確認です。お手元の資料、また、事前に、オンラインで参加

の方には電子ファイルでお送りしております。議事次第、こちらの裏面に資料一覧を掲

載してございます。右肩に資料情部４１－１とあるのが機構の業務実績評価の方針、

４１－２が機構の業務実績の概要です。参考資料としまして、参考情部４１－１から

４１－５まで、本部会の名簿、また、第５期中長期目標、第５期計画、令和４年度計画、

また、独立行政法人の評価に関する指針をお配りしております。御確認はよろしいでし

ょうか。 

 資料はオンラインでの参加の方にも向けて、画面投影も行います。 

 次に、オンライン参加者への御案内でございます。通常、マイクはミュート、画面は

オフにしていただき、御発言の際は、Ｗｅｂｅｘのチャット機能、または挙手ボタンを

御使用いただき、部会長の御指名の後、お名前をおっしゃってから御発言ください。 

 次に、本日の御出席者の紹介です。本部会の名簿は参考情部４１－１でございます。

名簿順に尾家部会長、大場部会長代理、牛尾専門委員、森井専門委員、森田専門委員は

会場での御出席でございます。また、尾辻委員、若林委員、橋本専門委員、前原専門委

員、村瀬専門委員は、オンラインでの御出席でございます。 

 また、総務省からは、内藤大臣官房審議官、大森国際戦略課長がオンラインでの出席、

川野技術政策課長、津幡技術革新研究官が会場での出席でございます。 

 また、本日は評価対象の情報通信研究機構から徳田理事長が会場から御出席、ほか会
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場、またはオンラインで御参加いただいております。 

 事務局からは以上でございます。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。本日、今、御説明のとおり、ハイブリッドと

なっております。よろしくお願いします。 

 それでは、最初に内藤大臣官房審議官に御挨拶をいただきたいと存じます。よろしく

お願いいたします。 

【内藤審議官】  おはようございます。総務省の官房審議官の内藤でございます。 

 本日は尾家部会長をはじめ、委員、専門委員の先生方にはお忙しいところ御参加をい

ただきまして、誠にありがとうございます。私が現場に行けずに大変申し訳ございませ

んでした。 

 日頃から情報通信行政に、先生方には御理解、御協力を賜りまして、厚く御礼を申し

上げたく存じます。 

 本日、今回から独法評価の新しいサイクル、いわゆる新たな年度がスタートするに当

たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 ちまたでは日経平均株価がバブル後、最高値を更新したというようなニュースで湧い

ているところでございます。私がちょうど株価が３万９,０００円の頃に役所の内定を

もらった人間でございますけれども、その後、大体３０年前には科学技術庁に出向して

おりまして、いわゆるＥＴＳ（技術試験衛星）で言いますとシックス、きく６号の軌道

投入の不具合ですとか阪神・淡路大震災、それから地下鉄サリン、あるいは高速増殖炉

もんじゅのナトリウム漏れ事故、こうした案件について、当時は国会対応に追われてい

たものでございます。その当時、世情は何となく落ち着かない感じであったかと思いま

す。 

 現在も、例えば国内ではまだコロナ禍が明けて間もないというような状況、それから

海外ではウクライナ、あるいは朝鮮情勢を抱える状況でございます。３０年前と同じよ

うな、重なるような部分を感じるところではございますけれども、科学技術というもの

に対する期待、一部不安もございますけれども、そうしたものについても当時といささ

かも変わってはいないのではないかと感じているところでございます。 

 そうした中、私どもが携わっておりますＩＣＴに関しましては、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.

０の実現を目指すということで、直近のところでは、例えばＡＩですとかサイバーセキ

ュリティ、それから中長期的に見ますとＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ、あるいは量子暗号通信とい
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ったようなものについて、社会に与える影響、あるいは求められる役割というのが大き

くなっていると考えております。 

 情報通信分野を専門とする、我が国唯一の公的研究機関でありますＮＩＣＴの重要性

は増す一方でございますし、同時にＮＩＣＴが担う研究開発、その他の取組につきまし

ては、短期的には機動的、柔軟性のある対応、そして、中期的には、研究インテグリテ

ィをはじめ、持続性、継続性、そうしたことを全て確保することが求められているよう

に感じております。 

 こうした中、先生方には、ＮＩＣＴの第５期になります中長期目標期間の２年目に当

たります、令和４年度の業務実績の評価につきまして、今後、ＮＩＣＴからのヒアリン

グをはじめ、御審議をお願いしたく存じます。 

 先生方には大変な御負担をおかけすることになり、誠に恐縮でございますけれども、

厳正なる評価を実施していただくことによりまして、研究成果の社会実装といった観点

も含めまして、研究開発等の成果の最大化が図られ、ひいては、科学技術への社会的な

信頼、あるいは負託に応えるということにつながってくるものと考えております。委員

の皆様方には、引き続きの御指導、御助言を賜りますことをお願い申し上げまして、簡

単ではございますけれども、私の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

いたします。ありがとうございました。 

【尾家部会長】  内藤審議官、どうもありがとうございました。 

 

議  題 

（１）国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績評価の進め方について 

【尾家部会長】 それでは、お手元の議事次第に従いまして、議事を進めてまいりたいと

思います。 

 まず、議題１、令和４年度における国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績評

価の方針につきまして、事務局より説明をお願いいたします。 

【横谷補佐】  事務局でございます。議題１、国立研究開発法人情報通信研究機構の業

務実績評価の進め方について御説明申し上げます。資料は情部４１－１でございます。

今年度実施する評価方針の案について、本部会の御承認をいただきたいと思います。

説明は１０分程度を予定しております。その後、御質問があれば承ります。 
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 それでは、令和４年度、昨年度は第５期中長期目標期間の２年目の年度評価でござい

ます。まず、資料１ページ、１の基本的考え方についてでございます。（１）、評価は独

立行政法人の評価に関する指針に基づき実施します。この評価の指針は、参考資料とし

て配付しております。参考情部４１－５でございます。こちらは独立行政法人制度を所

掌する総務大臣が決定するものでございます。策定が平成２６年９月、最新の改定が昨

年３月でございまして、昨年に本部会で業務実績評価した時点の状況から変更はござい

ません。 

 以下、この資料、本方針に示している考え方、評価の方法、評定などの内容は、独立

行政法人の評価に関する指針に基づくものでございます。 

 １、基本的考え方の（２）及び（３）は、その中でも特に重要な点を２点示しており

ます。１の（２）につきまして、効果的かつ効率的という法人の業務運営の理念の下、

研究開発成果の最大化という国立研究開発法人の第一目的を踏まえて、研究開発成果の

最大化と、適正、効果的かつ効率的な業務運営との両立の実現につながるよう評価を行

うことが重要でございます。研究開発成果の最大化とは、※印以下にありますように、

独立行政法人の目標の策定に関する指針――こちらも総務大臣が示したものでござい

ます、で、考え方を示している研究開発成果の最大化をいいます。公益に資する研究開

発成果の創出を国全体として最大化するという点に御留意ください。また、効果的かつ

効果的な業務運営は、いわゆる費用対効果であり、こちらについては、国の研究機関で

ある以上、求められる視点でございます。 

 続きまして、１の（３）では、個々の年度ごとの評価の場合には、中長期目標の達成

の上で支障となる業務運営上の課題の抽出が重要と記載しております。主務大臣が行う

評価には、年度評価と中長期目標期間評価がございますけども、中長期目標期間評価は

評価結果を当該目標期間終了時の法人の業務の継続や、その他その業務及び組織の全般

にわたる検討、また、新たな中長期目標の策定などに活用することを目的とするのに対

しまして、年度評価は、中長期目標の着実な達成の上で支障となると考えられるものな

どの業務運営上の課題を的確に抽出できることが重要でございます。中長期目標の達成

のために、克服すべき点や課題、また、もっと伸ばすべき強みなども見つけていただき

たいと思っております。 

 続きまして、２、評価の方法等についてでございます。こちらは昨年から変更はござ

いません。２の（１）は評定の種類です。評価は、評価単位に併せて行う項目別評定と、
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項目別評定を基礎としまして、法人全体を評価する総合評定によって行います。 

 ここで、次のページ、３の項目別評定を御覧ください。評定はＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄと

いう５段階評価で行います。基準はＢでございます。ある研究開発について、機構が中

長期目標に沿って年度計画を着実に達成している、着実な業務運営がなされていると認

める場合、評定はＢとなります。 

 １枚目に戻りまして、２の（２）評価手法です。評価は自己評価書などの機構から提

出された資料の確認、分析、また、ヒアリングに参加していただくことで行います。少

し説明させていただきますと、自己評価書は、研究開発成果の最大化に資することを第

一目的としつつ、国民に対する説明責任の履行、適正、効果的かつ効率的な業務運営の

確保、及び、当該法人の自律的な業務運営の改善への活用などを目的として、併せて、

主務大臣が行う評価のための情報提供に資するとするものでございます。 

 委員の皆様におかれましては、自己評価書が客観性の高いものとなっているか、また、

国民に対して公正な情報開示がなされているかを確認いただき、その上で、機構がつけ

た自己評定、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄが各位の判断と一致しているか、その根拠に妥当性が

あるかを御確認ください。 

 その上で、②のヒアリングに臨んでいただきます。ヒアリングは短時間でございます

けども、機構によるプレゼン、後の質疑で評価のために必要な材料を集めていただきた

いと思います。 

 続きまして、自己評価書とヒアリングで確認した内容を基に行う評価の視点が２の

（３）でございます。①の研究開発に係るものについては、目標の策定時に設定した評

価軸を基本とします。評価軸については、５枚目に、別紙として、機構の評価軸等とい

う形で掲載しております。こちらの別紙の真ん中の列に評価軸がございますけれども、

こちらは機構の中長期目標からの転記でございます。また、研究開発であり、必ずしも

定量的な観点のみで見ることができるわけではございませんので、定性的な観点も取り

入れていただきます。その評価のため、別紙の右の列、評価指標を活用してください。 

 そして、②の研究開発以外のものに関しましては、計画どおりの進捗であるかどうか

を基準としながら、研究成果の最大化など、研究開発を支えるバックオフィスとしての

実績も御確認いただきたいと思います。 

 次に、ページを戻りまして、３、項目別評定についての（１）評定の区分の考え方に

ついては、先ほど簡単に御説明いたしました。（２）には項目別の評定の留意事項、評価
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調書記載の際の留意事項を記載しております。こちらは後ほど具体例を見ながら御説明

をいたします。そして（３）評価項目は昨年から変更はございません。（４）は各項目の

担当委員でございます。別添の１、８枚目、９枚目に、各項目のスケジュールと担当委

員の案を記載させていただきました。現在の機構が実施している外部への委託研究が非

常に多数に及んでおります関係で、委員の先生方のうち、利害関係が見受けられると判

断できる項目につきましては、誠に恐縮ではございますけども、御専門であっても御担

当からは外れさせていただいております。 

 ここで、１０枚目、評価書の記載例を掲載してございます。研究開発の場合、評価軸

を一番上に記載しておりますので、５段階評価をつけていただきたいと思います。様式

を実際にメールでお送りする際には注意書きをつけますけれども、３が標準、Ｓ、Ａ、

Ｂ、Ｃ、ＤのＢに相当し、Ａ評価ならば４とつけてください。ここでの評価は事務局の

取りまとめのためのものですので、記載された数値は公表いたしません。そのほか、機

構の自己評価に対する意見、アドバイス、中長期目標達成の障害となりそうな懸念点な

どを御記入ください。また、斜体にしている文章は例示でございまして、これに当ては

めて記入いただく必要はございません。こちらの評価は、ヒアリング終了後、１０日以

内に御提出いただければと思います。 

 最後に、今回の一連の評価についてのスケジュールでございます。最後のページを御

覧ください。上から丸３つ目、本日５月３１日が機構部会、そして、点線囲み、６月７日

から項目別ヒアリングが始まります。頭に二重丸を付しております４回のヒアリングと、

評価などについて御議論いただく７月の２回の部会につきましては、非公開で開催いた

します。 

 以上を踏まえて、８月１日に国立研究開発法人審議会親会を開催し、審議会としての

意見を取りまとめたいと考えております。特に７月のヒアリングの後、部会開催まであ

まりお時間がないため、御担当の先生方には御迷惑をおかけしますけども、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 事務局からの説明は以上でございます。案につきまして、御質問、御意見などござい

ましたらよろしくお願いいたします。 

【尾家部会長】  ありがとうございました。 

 ただいまの説明につきまして、何か御質問、御意見などがございましたらお願いいた

します。基本的な考え方としては、これまでどおりと説明を伺っております。いかがで
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しょうか。オンラインで御参加の方から何かございますか。手が挙がるんですかね。 

 では、基本的にこれまでどおりということでありますが、改めまして、基本的考え方

の２番目の評価に当たって、研究開発成果の最大化と適正、効果的かつ効率的な業務運

営の両立の実現につながるよう留意するということですので、その点、留意していろい

ろなことを進めていければと思います。 

 情報通信研究機構が所掌することは非常に幅広くなっておりますので、その辺りは効

果的にどういうふうに行うのかというところが恐らく大事になるのかなと思います。今

回、いろいろなお話を伺いながら、私どもも知恵を出していきたいと思います。よろし

いでしょうか。ありがとうございます。それでは、御理解いただいたものとさせていた

だきます。 

 本案につきまして、特段御意見ないようですので、本強化方針の内容に従いまして、

事務局において、業務実績評価の準備を進めていただきたいと思います。また、委員、

専門委員の皆様には、先ほど御説明がありましたとおり、今後、個別のヒアリングに御

出席いただきまして、御意見を提出いただくことになりますので、何とぞよろしくお願

いいたします。 

（２）令和４年度における国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績につ

いて 

【尾家部会長】 それでは、続きまして、議題２、令和４年度における国立研究開発法人

情報通信研究機構の業務実績についての御説明に先立ちまして、本日、徳田理事長が

御出席いただいておりますので、御挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

【徳田理事長】  どうもありがとうございます。ＮＩＣＴ理事長を拝命しています徳田

と申します。今日は大変お忙しい中、私たち、ＮＩＣＴの業務実績評価のために、わ

ざわざ小金井本部までお越しいただきまして、ありがとうございます。また、遠隔の

皆様も、こちらに入っていただきまして、ありがとうございます。 

 過去３年半、コロナ禍がありました関係で、なかなか委員の皆様に、実際にＮＩＣＴ

本部の様々な実験設備や、研究者の環境を見ていただく機会があまりありませんでした

ので、遠隔の方は今日ちょっと難しいかもしれませんが、本日午後１時から５時までの

間、かなりタイトな視察スケジュールを組ませていただいてしまいましたが、本部の中

で活発に研究者がやっております活動を垣間見ていただいて、いろいろ意見交換してい
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ただければと思っております。 

 業務のほうも、第５期中長期計画の３年目に突入しております。今回の評価では２年

目に関して評価していただきますので、様々な視点から、大所高所から御意見、または

質問をしていただければと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

【尾家部会長】  徳田理事長、どうもありがとうございました。 

 それでは、議題２につきまして、ＮＩＣＴから御説明をいただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

【新田理事】  それでは、ＮＩＣＴの新田から御説明いたします。 

 資料情部４１－２でございます。１ページが全体構成でございまして、前半の１の

１から１の５が重点研究開発分野の業務実績、２以降が分野横断的な研究開発、その他

の業務実績という構成となります。 

 ２ページがＮＩＣＴの第５期中長期計画における主な業務ということで、左側に重点

研究分野ということで、下のほうの輪っかになっているところが重点５分野プラスオー

プンイノベーションということで、主に先端的かつ基盤的な技術の研究開発に取り組む

ところでございます。それとともに、その上のほうにございます横断的、戦略的に研究

開発を推進する戦略４領域に合わせて取り組んでいるところでございます。 

 右側のほうには、分野横断的な研究開発ということで、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの推進です

とかオープンイノベーション、あるいは、機構法に基づく定常業務などに取り組んでい

ます。 

 それでは、リモートセンシング技術から御説明したいと思います。３ページをご覧く

ださい。まず、１番目はＰｉ－ＳＡＲで、これは大気や地表の状況を電磁波でセンシン

グし、防災の関係など様々な分野に貢献するものでございまして、航空機搭載の合成開

口レーダー、ＳＡＲが曇りとか雨の日でも地表面を捉えることができること、あるいは

地表面の微小な変化も捉えることができますので、地震や火山といった災害発生時の情

報把握ができます。これまでのＰｉ－ＳＡＲ２の分解能は３０センチだったのですが、

昨年度、Ｐｉ－ＳＡＲ−Ｘ３のセンサを開発いたしまして、さらに高精度な情報収集が可

能となってございます。内閣府などと連携して、火山のデータ取得などをやっておりま

して、今後の災害対応に活躍できることを期待しています。 

 それから③の敵対的生成ネットワーク（ＧＡＮ）を用いた短時間降水ナウキャストと

いうことで、ＭＰ－ＰＡＷＲそのものは、雨量を高い精度でかつ高速に観測できる技術
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でございまして、ゲリラ豪雨が発生した際、これを早期に検知できるレーダーです。さ

らにＧＡＮ、機械学習を用いることで、従来のナウキャストを上回るような高い精度の

降水予測に成功しています。 

 それから、一番右端は、いわゆる既存のインフラである地上デジタル放送波を使った

観測網ということで、これは、電波は空気中の水蒸気が増えると伝搬速度が遅くなると

いう特性を利用して、地デジの放送波を観測することで線状降水帯の発生を予測し捉え

るという研究開発です。九州での観測網の展開に取り組んでございまして、大型レーダ

ーの投資がなくても線状降水帯の観測網が構築できるという成果にも期待されている

ところです。 

 ４ページの宇宙の関係は、宇宙環境を高精度に観測することで、社会インフラの維持

管理にも役立てることができるというものです。①にございます、大気圏と電離圏を結

合した大気圏電離圏モデル（ＧＡＩＡ）により、昨年２月のスターリンクの衛星３８基

が落下した原因を宇宙天気現象のメカニズムとともに解明しているところでございま

す。 

 それから、②について、現在、日本の上空には、宇宙天気を観測するセンサがないこ

とから、次期ひまわり衛星に搭載するための宇宙環境センサのエンジニアリングモデル

を設計・製造しているというものです。今後の宇宙天気予報の精度の向上につながると

考えています。 

 それから、昨年度開催されておりました総務省の宇宙天気予報の高度化の在り方に関

する検討会にも、ＮＩＣＴとしてしっかり貢献をしているところでございます。 

 ５ページは、電磁環境技術です。電磁環境技術は様々な通信機器と電子機器のコンパ

チビリティを確保するという意味ですとか、あるいは人体に影響なく安心して無線機器

を使えるようにするための非常に重要な研究開発課題です。①にあるとおり、電子機器

が発生するノイズにもし指向性があるならば、無線機器との間で多少離隔を小さくして

もコンパチビリティがとれるということで、ＣＩＳＰＲの技術報告書にも載せられてい

るもので、国内外の電子機器製品の製造にも大きなインパクトがある成果になっていま

す。 

 それから②のテラヘルツ帯の較正システムですが、これはテラヘルツ帯の特定実験試

験局の免許交付に寄与できるもので、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ時代のテラヘルツの無線技術

の研究開発を促進する研究成果です。 
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 さらに、③のとおり、人体等価ファントムをテラヘルツ帯で開発したということで、

今後の人体電波暴露の特性を評価できるような基盤技術となることが期待できるもの

です。 

 ６ページは、時空の関係です。ＮＩＣＴは、これまで世界の時刻の基準の生成に貢献

していますが、時空の研究は、時間のみならず、空間の精緻な同期にも役立てられるこ

とから、産業への応用も大いに期待される重要な研究分野でございます。 

 ①については、従来のセシウム原子時計の精度を、さらに１,０００倍向上させるスト

ロンチウム光格子時計の時刻の生成を開始しているというところであり、２０２６年頃

と言われている秒の再定義にもＮＩＣＴとしてしっかり貢献していきたいと考えてご

ざいます。 

 それから③に関しまして資料上には直接の記載はありませんが、Ｗｉ－Ｗｉにつきま

して、最近の新聞報道で、ＮＩＣＴのＷｉ－Ｗｉの技術が米国メタ社の目にとまり、メ

タ社としては、データセンターのサーバー間の時刻のずれをナノ秒単位で制御できるな

らば、多数のサーバーを分散並列処理できるということで、彼らが考える様々なサービ

スに適用できるのではないかということで、ＮＩＣＴと共同で実証を開始しているとい

う報道もされているところです。 

 ７ページは、デジタル光学基盤ということで、これはＮＩＣＴが開発したＨＯＰＴＥ

Ｃと呼ばれる、光の振る舞いを計算機で計算し、その振る舞いを実現するホログラムを

簡易に複製できるホログラムプリンタとして開発しているものです。これは国内企業に

おいても非常に注目度が高く、共同研究や社会実装の議論を進めているところです。 

 これにより、フルカラーのアニメーションの３Ｄ映像を観察できる透明のＡＲディス

プレイやデジタルホログラフィ顕微鏡などを高品質かつ大量に複製できるような、デジ

タルホログラフィの社会実装につながる重要な研究成果と考えておりまして、今後の社

会実装が期待される分野です。 

 ８ページからは、ネットワークの関係です。このページは計算機能複合型ネットワー

クということで、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ時代における大容量、超多数のデバイスデータ、自

動運転などで流通する低遅延データなど、様々なデータがネットワークリソースを占有

することになりますので、これらをしっかり自律的に制御しなければならない状況でご

ざいます。 

 ①の研究成果は、ネットワークユーザーからのサービスに対するニーズとネットワー
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クリソースの状況をネットワークテレメトリを用いて収集しながら、ＡＩを用いてゼロ

タッチで自律的に制御するという技術でございます。 

 また、④にあるように、さらに大規模なマルチベンダーネットワーク環境におきまし

ては、ＡＩモデルをさらに高度化して自律連携させる技術を開発することで、ネットワ

ーク全体の通信サービスの品質の向上を目指しているものです。 

 ９ページは、次世代のワイヤレスの関係です。①にお示ししておりますワイヤレスエ

ミュレータは、仮想環境で無線通信の高精度な模擬ができるというものですが、これは

サイバー空間上で無線システムの置局とか干渉の評価ができることから、その成果が国

際会議ＷＰＭＣ２０２２というところでも高く評価されています。 

 それから、②にある製造現場における無線システムは、様々なシステムが混在した場

合でも安定した協調制御ができるというＮＩＣＴの機構シーズで、そのシーズを社会実

装するための標準化アライアンスの取組や認証のための仕組みも準備しています。 

 それから、右の④にあるとおり、４機のドローンによる自律群飛行を世界で初めて成

功しているという実績も上げています。 

 10ページは、フォトニックネットワーク技術ということで、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ時代に

おいては、通信トラフィックがどんどん増大するため、光ファイバの容量も増やしてい

く必要があります。そのためには、マルチコア技術、マルチモード技術、光増幅器、光

交換機など、あらゆる性能を高度化させていく必要があるということで、資料にあるよ

うな、世界記録の達成や世界初の技術開発の成功など、この分野で世界のトップクラス

の研究成果を上げている状況にあります。 

 11ページは、光・電波融合アクセス技術ということで、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇのネットワ

ークにおいては、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）において、光と電波の信号体系

を融合する必要があることから、光・電波融合アクセス技術が非常に重要となってきま

す。 

 ①では、そのために必要なマッシブ集積オールバンドＩＣＴハードウェアの開発と、

これによって世界初のＷＤＭ空間光無線通信技術の実験に成功しているという成果、さ

らに、②にあるような、光と電波の多段ネットワークを構成して、２９Ｇｂｐｓの伝送

に成功したことで、世界のトップカンファレンスでも最優秀論文に選ばれるという成果

を上げているところです。 

 12ページは宇宙の関係です。ＮＩＣＴにおきましては、地上から宇宙までシームレス
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につなぐ通信ネットワークを実現したいと考えており、衛星ネットワークの基盤技術や

大容量の光衛星通信技術の開発などを進めているところです。 

 ①にあるとおり、ヨーロッパのＥＳＡと共同で、既存のＫｕバンドの実衛星と５Ｇの

コアネットワークを連携させて、ＩｏＴデータとか４Ｋ映像を通信させながら、衛星経

由で５Ｇコアネットワーク制御の通信セッションを確立できていることを確認するな

ど、将来の５Ｇネットワークと衛星ネットワークの融合、統合を見据えた成果が得られ

ているところです。 

 また、④にあるとおり、超小型衛星やＨＡＰＳに搭載できる超小型の高速光通信機器

のプロトタイプの開発も行っています。 

 13ページは、テラヘルツ波のＩＣＴプラットフォームということで、①にあるとおり、

３２５ＧＨｚのＳＳＢ変調を用いた低位相雑音信号を発生させた上で、RoFを構築した

こと、あるいは、宇宙の利用について、右側の④にあるとおり、テラヘルツ波の特徴に

より月の水資源探査が可能であるということを世界で初めて証明しているところです。 

 14ページは、タフフィジカルということで、火山や津波から超低周波音が発せられ、

これはインフラサウンドと呼ばれていますが、これを観測することで、津波や火災の防

災への活用が期待されているところです。ＮＩＣＴでは、トンガの火山噴火や九州の火

山噴火から発せられるインフラサウンドのデータを取得して、提案している手法が有効

であることを確認しているというところです。 

 そのほか、右側にあるような福島のロボットテストフィールドでのタフ環境適応無線

の実証や、高知県の香南市において、ダイハードネットワークの社会実装を進めるなど、

ＮＩＣＴのレジリエントＩＣＴ基盤技術の社会実装を推進しているところでございま

す。 

 15ページはサイバーセキュリティ技術ということで、昨年度の研究成果として、１つ

はＳＴＡＲＤＵＳＴという標的型サイバー攻撃の攻撃者を特定するための基盤をつく

っていることです。従来、固定的なネットワークを使っていましたが、昨年度は解析者

の要望に応じて、よりプログラマブルな環境を構成し、アジャイルな環境構築ツールを

開発しているところです。 

 ２点目は可視化エンジンの高度化ということで、ＣＵＲＥという無差別攻撃、標的型

攻撃など様々なセキュリティ関連情報を集約する基盤がありますが、その可視化を高め

ることで、ＣＵＲＥの情報分析能力をさらに向上させるなどの取組を行っています。 
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 16ページは暗号の関係です。ＮＩＣＴの暗号技術は、安全なデータ利活用と、量子コ

ンピューターの時代における暗号の安全性評価の２点があります。大学発ベンチャーと

連携しながら、金融機関の実際の取引データを使って不正利用の被害取引を検知できる

技術やで、量子コンピューター時代に向けた安全性評価ということで、現代暗号に対す

る量子コンピューターの脅威について評価をして、ＩＥＥＥのトランザクションに採択

されています。 

17ページはサイバーセキュリティに関する演習です。①については、国や自治体のサ

イバー防御能力を高めてもらうため、ＮＩＣＴにおいてＣＹＤＥＲというプログラムを

提供しているというものです。 

 令和４年度においては、オンラインの入門コースの新設や出前ＣＹＤＥＲ、ＣＹＤＥ

Ｒサテライトといった、遠くにいてなかなか参加しにくい方々にも御参加いただけるよ

うな取組を行いました結果、受講者数が過去最多、３,０００名を超えるという成果を得

ています。 

 さらに、プロ向けのＲＰＣＩというプログラムやＳｅｃＨａｃｋ３６５という若手の

人材育成、セキュリティイノベーターの育成プログラムなどにも取り組んでおりまして、

ＳｅｃＨａｃｋ３６５の修了者は、台湾のコンペティションで１位を獲得するなど、非

常に人材育成の面でも成果を上げているという状況です。 

 18ページは、サイバーセキュリティの産学官連携拠点の形成ということで、ＮＩＣＴ

においては、サイバー攻撃のデータ、情報を蓄積して解析する環境もあり、さらに人材

育成に取り組んできたという知見も生かして、サイバーセキュリティの産学官の結節点

となるＣＹＮＥＸという産学官連携拠点を設置しており、ここにお示ししておりますよ

うな４つのサブプロジェクト、解析者のコミュニティの形成ですとかオペレータ人材育

成など、様々なサブプロジェクトに取り組んでいるところです。 

 19ページは、ＮＩＣＴと総務省、国内のＩＳＰで連携して、国内の脆弱なＩｏＴ機器

の調査を実施しているというものです。ここにグラフでお示ししておりますとおり、脆

弱なものが見つかればＩＳＰに通知してＩＳＰ経由でユーザーに注意喚起を行うとい

う取組をやっているところです。調査対象のプロトコルも今後さらに広げＨＴＴＰも加

えながら、注意喚起をさらに広げているという取組を行っています。 

 20ページは多言語コミュニケーションについてです。これは、グローバルコミュニケ

ーション計画２０２５において、自動同時通訳を実用レベルで実現するという目標を設
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定して取り組んでいるものです。ここにございますとおり、チャンクという短い翻訳単

位の技術を導入しながら、遅延圧縮という効果を検証しているわけですが、当初、日本

語、中国語のみを確認対象としていたところ、さらに韓国語、ベトナム語、台湾語、英

語という対象言語を拡張してチャンクの有効性を確認しているところです。 

 また、ウクライナからの避難民の皆様の緊急対応といたしまして、４か月という短時

間でＶｏｉｃｅＴｒａにウクライナ語を追加することも行っています。 

 21ページは、社会知コミュニケーションについてです。これまで、ＮＩＣＴにおいて

は高度な深層学習を用いてインターネット上の膨大な数のウェブページの情報・知識を

融合して、人に分かりやすい形で提供するというＷＩＳＤＯＭ Ｘという研究開発を行

ってきましたが、③にあるとおり、様々な仮説を多数生成できるような手法を開発して

います。最近もＣｈａｔＧＰＴのような大規模言語モデルが話題になっていますが、こ

れは、非常に人間に分かりやすい形で情報提供できているものの、様々な問題も提起さ

れています。ＮＩＣＴで開発した仮説生成機能というのは、ネット上にないような新し

い仮説も創作できるクリエイティビティを持っているという意味で、差別化できるので

はないかとの評価も可能かと思います。 

 また、その適用として、④のとおり、マルチモーダル音声対話システムＭＩＣＳＵＳ

の実証実験があります。これは、実際に高齢者介護に使ってみると、ケアマネジャーの

作業負担の軽減にも役立っているという結果が得られています。 

 22ページは、スマートデータ利活用基盤についてです。様々な分野の分野横断的なデ

ータ連携を行い、その解析結果を様々な分野に適用するという取組をやっており、例え

ば②にございますとおり、運送事業者に対してヒヤリ・ハットを予測できるようなシス

テムを提供したりですとか、③にございますとおり、気象データや環境データを融合、

連携して、光化学オキシダント注意報予測技術を提供して、環境モニタリング事業者に

技術移転するという取組も行っています。 

 23ページのフロンティアＩＣＴ基盤技術について説明します。ＳＳＰＤという単一光

子の検出技術は、今後の量子暗号や量子通信を支えるような非常に重要な基盤技術にな

っております。非常に効率よく、かつ、時間分解能もよく読み出しができる光子検出器

を開発しているところです。 

 また、②にあるとおり、直接光変調を実現する技術は、３７５ＧＨｚという電磁波を

照射することで実現できており、また、③のとおりシリコンＣＭＯＳによるテラヘルツ
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無線受信機を構成するなどの研究開発も行っております。 

24ページは、先端ＩＣＴデバイス基盤技術についてです。酸化ガリウムはＮＩＣＴが

世界の研究活動をリードしているということで、高性能のパワーデバイスの実現につな

がるものですし、また、深紫外のＩＣＴデバイスは、高出力で深紫外光を発することで

コロナウイルスなどの不活性化ができることから、社会実装が大いに期待される研究開

発領域です。 

 25ページは、量子の関係についてです。量子セキュアネットワークは、量子暗号技術

による量子セキュアクラウド技術を活用して、例えば個人のゲノム医療に使うための実

証や量子ノード技術の研究開発などに取り組んでいるところです。 

 26ページは、脳情報通信融合技術についてです。ＮＩＣＴにおきましては、人工脳モ

デルを構築することで人間の究極のコミュニケーションを実現するための研究開発を

行っています。そのために人間の認知、感覚、運動に関する脳活動を高度に計測すると

いう研究活動を行っており、令和４年度におきましては、例えば時間を表現する脳内の

メカニズムを解明したり、あるいはパラリンピアンの脳の活動を解析して、パラリンピ

アンの車椅子レースに出られる方は、運動野足領域が手の領域になっていること、そう

いった長い期間を経て、脳の機能、構造が変化していることなどを解明しているところ

です。 

 27ページからはＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの推進ということで、研究戦略、知財戦略、アイデ

アソンなど、様々な外部の方々の視点なども入れながら、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの研究開発

を推進しているところです。また、公募型の研究開発プログラムについて、これは、令

和２年度の補正予算で措置され、さらに令和３年度の補正予算と令和４年度当初予算も

追加されることで課題数も増えて、規模として大きく拡充されてきましたが、これによ

り、企業や大学の研究開発をＮＩＣＴとして一層促進しているところです。 

 31ページ右下にバブルチャートがありますが、いわゆる低レイヤの研究開発のみなら

ず、データ連携技術など高レイヤも含めた、非常に幅広い研究領域をカバーしているこ

とを示しています。 

 32ページはＢｅｙｏｎｄ５Ｇの研究開発の推進体制です。プログラムディレクターの

イニシアチブの下、研究開発を、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇのプロジェクトの推進を行っている

というところです。 

 それから、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの研究開発促進事業、基金につきましては、令和５年度
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以降に他の財源による継続が必要となってくるということでしたので、ステージゲート

評価を実施し、その上で、継続すべき研究の研究テーマの優先順位づけを行っていると

いうところです。 

 33ページの③については、令和５年３月、新しい研究開発基金をＮＩＣＴにおいて設

置し、総務省と連携いたしまして、研究開発成果の社会実装、海外展開を重視した新た

な研究開発プログラムの設計を行っているところです。 

 35ページから、オープンイノベーションの創出に向けた産学官連携について御説明し

たいと思います。ＮＩＣＴの研究成果の社会実装を促進するために、機構の中に研究成

果展開のサポートグループを設けるなど、戦略的な検討、活動を行っております。 

36ページは、例えば、「みなっぱ」と呼ばれる体験共有型のプラットフォームを対象と

いたしまして、こちらにお示ししたようなサポートグループによるビジネスモデルの設

計、市場予測などを研究担当者に提案することで、企業の技術移転につなげるという活

動に取り組んでおります。また、先ほど申しましたＳＲＦ無線プラットフォームの標準、

アライアンスを構成することによる社会実装、認定、認証の仕組みを構築することなど

にも取り組んでいます。 

 37ページは飛ばしまして、38ページの共同研究の状況です。共同研究契約件数は前年

度から増加いたしまして、５１４件ということで、特に産業界との新たな共同研究契約

が増加している状況になっております。また、資金受入れ型の共同研究につきましては、

前年度と同額程度です。それから、大学とのマッチング研究支援事業にも力を入れてお

りまして、ＮＩＣＴの持つポテンシャルを大学の視点から活用していただくというよう

な新しいコラボレーションも生まれている状況です。 

 38ページから41ページまではスキップいたしまして、42ページ、２－３、戦略的・機

動的な研究開発ハブの形成によるオープンイノベーションの創出ということで、テスト

ベッドの関係を少し御紹介したいと思います。こちらは、テストベッド、Ｂｅｙｏｎｄ 

５Ｇの総合テストベッド、高可塑・高信頼Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ／ＩｏＴテストベッドでご

ざいますが、これはプラットフォームレイヤ、ミドルレイヤ、サービスレイヤという様々

なレイヤで開発環境を提供しているものです。43ページのサービスレイヤにおきまして

は、ＤＣＣＳというクラウド環境を提供いたしまして、利用者の要望を伺いながら、ア

プリケーションの開発などを行えるような環境を提供しています。ミドルウエアにおい

ては、ＣｙＲｅａｌという物理事象のシミュレーションとかエミュレーションができる
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ようなテスト環境を準備しております。 

 それから、ネットワーク環境におきましては、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇのネットワークとし

て備えるべき機能といたしまして、高信頼の仮想化環境や光ホワイトボックス環境、Ｂ

ｅｙｏｎｄ ５Ｇのモバイル環境などをしっかり構築いたしまして、外部の利用者の求

めに応じて、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ関連機器の開発ができる環境を提供しているところで

す。 

 また、これらのテストベッドを、対外的にアピールするため、統合テストベッドのホ

ームページの刷新にも取り組んでおります。 

 44ページは、知財戦略の関係です。２－４、知的財産の積極的な取得と活用というこ

とで、これまで機構の特許の出願や登録などにつきましては、一元的に機構の本体で管

理しておりましたが、なかなかうまくいかない、柔軟にいかないということもあったこ

とから、各研究現場が主体的に判断できるような形で見直しを行っているところです。

それに伴い、機構全体の知財担当部署には、知財の専門家をしっかり配置して、知財の

取得の支援とか技術移転などの周辺支援に注力するという形をとっています。 

 この結果が少し現れたという形で、左下にあるとおり、棒グラフで表されている機構

の特許出願件数そのものが増加傾向にあります。その右側に、知財収入について示して

います。これは主に翻訳技術が貢献していることから、インバウンドの需要減の影響を

受けておりますが、一定のレベルは確保できていると考えております。 

 45ページですが、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの関係の知財戦略について機構内の知財戦略委

員会で議論しているところでございます。知財戦略においては、機構が強みを有するテ

ラヘルツ、ＮＴＮ、時空間同期技術について、標準化の進展も考慮しながら戦略的な標

準必須特許の取得を目指すとの骨子を議論しており、今年度に完成する予定です。 

 46ページは標準化の関係です。Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの標準化については、９２件の寄与

文書を提出して、ＩＴＵ－Ｒ、３ＧＰＰの国際標準化に貢献しているというところです。

特にテラヘルツ、ＮＴＮ、時空間同期については、将来技術トレンド報告にしっかり盛

り込むことで、今後の標準化の展開につながるような仕掛けをやっているところです。

47ページにはＩＴＵ－ＴのＱＫＤの関係の標準化、ネットワークアーキテクチャの標準

化などにも取り組んでいることを紹介しています。 

 また、ＮＩＣＴとしては、ＩＴＵ－Ｔの尾上局長の選挙活動の支援についても、総務

省と連携しながらキャパシティービルディング事業の協力などを通じて貢献すること
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で、国際標準化活動における機構のプレゼンスも向上していると認識しております。 

 48ページ、国際展開の強化の関係ですが、昨年度におきまして、機構は１１機関とＭ

ＯＵを交わしております。また、２４か国７６機関と研究連携体制を構築しているとい

う状況です。また、②にございますとおり、昨今の経済安全保障に関する対応が求めら

れる中、機構としても、みなし輸出制度に対応した機構内の内部規制の見直しや安全保

障輸出管理ハンドブックの整備など、必要な取組を進めているというところです。 

 49ページ、国際共同研究プログラムの関係ですが、ＮＳＦとの日米共同研究で、Ｂｅ

ｙｏｎｄ ５Ｇを対象としたＪＵＮＯ３の取組や脳情報通信分野におきますＣＲＣＮＳ

という枠組みでの共同研究を推進しております。特にＮＩＣＴが運営委員会の議長と事

務局を務めておりますＡＳＥＡＮのＩＶＯという取組ですが、ここにおきましては、こ

れまでの広報活動が大きく実を結んで、ＡＳＥＡＮ地域内での知名度も上がっており、

現在８０の研究機関、大学が参加する世界的なアライアンスに成長しているという成果

も得られています。 

 50ページ、２－７、国土強靱化に向けた取組ということで、これは和歌山県の白浜町

で、デジタル田園都市国家構想の推進交付金のType Iを応募しましたが、ここでは、Ｎ

ＩＣＴが白浜町と連携して、NerveNetを耐災害ネットワークの実システムとして実装さ

せていただいているというところです。また、高知県香南市においても、ダイハードネ

ットワークの導入が実現するなど、地方自治体との連携により、ＮＩＣＴの耐災害ＩＣ

Ｔ技術の社会実装が進んでいるところです。 

 51ページは、人材育成の関係ですがここでは特に量子人材の関係をご説明します。量

子分野は、我が国の科学技術イノベーション戦略の重点分野でもありますので、ＮＩＣ

Ｔが我が国のこの分野における重要な人材育成の役割を担っていると認識しておりま

す。ＮＩＣＴにおきましては、ＮＱＣ、ＮＩＣＴ Ｑｕａｎｔｕｍ Ｃａｍｐを実施す

ることで、機構外の大学、企業からも講師としてお招きして、量子ＩＣＴの網羅的な学

習ができるプログラムを提供しています。 

 これによって、量子ネイティブ人材を育成するということに成功しておりますが、少

し特筆できる点があるとするならば、ＮＱＣに参加して終了した学生が、ＮＩＣＴのリ

サーチアシスタントに戻ってくるということで、量子ＩＣＴ人材の還流、エコシステム

のようなものが出来上がりつつあるということで、これについては非常に良い成果が得

られていると認識しているところです。 
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 53ページ、２－９については、研究支援業務、それから事業振興業務ということで、

海外研究者の招聘事業、国際研究集会開催支援事業を着実に実施しておりますほか、地

域のベンチャー支援につきまして、地域のＩＣＴスタートアップ発掘イベントやセミナ

ーの開催、それから起業家甲子園、起業家万博をリアルで開催するなどにより、起業家

の支援を行っているところです。 

 54ページについては、情報バリアフリー助成金制度に基づく事業を確実に実施してい

るところでございます。 

 55ページ以降は、調書８から１０の関係ですが、時間の都合で省略させていただきた

いと思います。想定したより大分説明時間が長くなりましたが、私のほうからの説明は

以上とさせていただきます。御議論のほどよろしくお願いします。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。大変幅広い分野において精力的に研究開発、

また、様々な事業を推進されていらっしゃることが理解できました。 

 今日、委員の皆様、専門委員の皆様、今後、個別のヒアリングを行う前にこういう全

体的な取組に関する御質問ですとか、何かございましたら、お願いいたします。いかが

でしょうか。貴重な機会ですので、ぜひお願いします。いかがですか。 

 それでは、皆さんがお考えの間、私からも質問させていただければと思います。本当

に様々なことに取り組んでいらっしゃいまして、世界的な記録ですとか新技術ですとか、

そういったことが非常に実現されていらっしゃると思うんですけども、成功させていく、

成功を持続させるというんですか、そういうことをするためには、どうしてどのような

仕組みでこれがうまくいっているのかなと。例えば光もそうですし、無線も、あと宇宙

関連も、おそらくは長期的な研究を実施されておられて、いろいろな成果が出ていらっ

しゃるのかなと思っておりますが、今後、これを持続させるためには、どの辺りの仕組

みがうまくいっているか、もちろん研究者の人材確保とか、研究環境とかというのはあ

ると思うんですが、そのほかにつきましても、何か考慮されていらっしゃることがあり

ましたら、教えていただければなと思います。 

【徳田理事長】  御質問どうもありがとうございます。持続可能というのはなかなか難

しい観点ですけれども、実はＮＩＣＴの中では、幾つか機構内のファンド、自分たち

の自主研究をサポートする仕組みをつくっております。 

 まず、１つがTRIALという仕組みで、ちょうど先日も成果発表会がありましたけども、

若手の研究者の人たちを中心に、自分が温めている新しいアイデアに対して、そんなに
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たくさんのお金ではないですけれども、数百万円をサポートしてあげて、それをトライ

アルすると。ある程度、成果が出たら、他の競争的資金であったり、次の中長期計画の

目玉となるようなものに発展させる。その次が、もう一つはNEXTという制度ですけれど

も、これも部局を横串的に、例えば面白い例ですと、ＡＩ関係の技術がやはりいろいろ

な分野で使われるようになったので、ＡＩ、特にディープラーニングの勉強する場を提

供していました。各研究所から集まってきて、例えば宇宙天気予報の方たちは、毎日午

後２時に集まって、人的パワーで予測を出していたんですけども、今現在は、Deep Flare 

Netという太陽フレア予報サービスが実運用されております。こういう勉強会の成果を

実際に、優秀な研究者の方たちが興味を持っているので、ぜひ公的サービスの中にもＡ

Ｉの成果を入れたいというような形で、次々、新しいアイデアで何か横串的にやろうと

いう場合に、機構内で少しファンドを用意しております。 

 NEXTの場合には、実は、次の中長期の目玉となるようなテーマもサポートする、かな

り大きなサポートもあります。そういう意味では、１つは、これから重要になってくる

テーマをサポートする資金、それから機構内で、かなり成果が出てきたものを社会実装

したい時に、今までのＮＩＣＴのファンディングの、特に機構内に対するファンディン

グ、高度化推進事業と呼んでおりますけども、１億円単位ぐらいの目安で、機構内でで

きたシーズ技術を社会実装まで持っていくためにサポートするものです。今も、例えば

走っている例で言いますと、車業界、いろいろなＣＡＮをはじめとして、オンボードの

コントロールネットワークがありますが、私たちの光ネットワークのチームが車の制御

系のネットワークだけではなくて、例えば、エンターテイメントや運転支援用に画像デ

ータをたくさん送らなければいけないということで、ＣＡＮネットワークではさばき切

れないので、より安全、高信頼な形で、光技術を使って、次世代の車の、特に自動運転

なんかになったときに大事になってきますけど、そういうものを外のメーカーの方たち

と一緒に社会実装を進めていこうとしています。入り口の部分、効果的な研究の支援と、

それから社会実装するような支援を用意してありまして、十分な額ではないですけれど

も、研究者の方たちのフェーズに合わせて支援をしています。なるべくそのエコサイク

ルが、最初は、萌芽的なアイデアってなかなか科研費をとろうとしてもお金がつかなか

ったりするわけですけども、そういう未来ＩＣＴとかフロンティアＩＣＴ分野で提案さ

れたものを加速することをしています。 

 それから、もう少し大きな額で、次の中長期に向かって支援してあげるというプログ
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ラムと、NEXTの中には、実は業務改革や何かを自主的にやりたいというテーマにもお金

を出しています。研究者だけではなくて、実は、どの分野からもいろいろなアイデアを

出して、例えば、私たちの建物やコンピュータ設備のエネルギー消費が非常に大きいの

で、東京都の条例で、電力消費を下げていかなきゃいけない目標値が決められています。

けれども、なかなかそれを、今まではうまくキープできているんですが、次の期間のハ

ードルが非常に高いので、どうやったら電力削減できるかなんていうテーマも、現場の

方たち中心に提案書を書いていただいて、じゃあ、それをトライアルしてみたらという

ことで実施していたりしております。 

 持続可能になっている部分もあれば、なっていない部分もあると思います。なるべく

インのところとアウトのところをうまくつなげてあげて、研究者の方たちの成果が社会

展開、社会実装に向けて加速する部分と、新しいアイデアが入ってくるようなところを

持続可能としています。 

 それから、あとはテニュアトラックのように、若い研究者の方たちに外部から入って

いただくという雇用の仕組みも少し工夫しておりまして、従来のように、エスタブリッ

シュされた方が有期からパーマネントなるだけではなくて、フレッシュな方がテニュア

トラックの研究員として入っていただいて、５年間ぐらいは自分のテーマを、とんがっ

たテーマをトライアルできるような形にする雇用もやっております。 

【尾家部会長】  どうもありがとうございます。様々なことを取り組んでいらっしゃる

ということが理解できました。委員の皆様、専門委員の皆様いかがですか。大場委員、

お願いします。 

【大場部会長代理】  大場です。今、非常にエコサイクルの実現に向けた取組、非常に

魅力的だと思ったんですが、具体的にはどういう成果というか、いい方向に向かって

いるような事例みたいなのがありましたら、教えてください。 

【徳田理事長】  出口のほうで言いますと、サイバーセキュリティの分野とか、先ほど

話題が出ました、自然言語処理のところ、ここは私たちのNEXTのファンドだけではあ

りませんけれども、実際の企業の方たちと連携をして、実際のＮＩＣＴがつくったＶ

ｏｉｃｅＴｒａのエンジンが商業利用されています。昔ですと大きなソフトウエアを

どかんと渡すわけですけど、そうではなくて、ＡＰＩレベルで、企業の方たちが私た

ちの知財を使えるような連携が加速している部分があります。それから一方で、やは

り新しい方が入ってきますので、新しいアイデアでマルチリンガルな自然言語処理の
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成果があります。例えばですけど、海外から来て、ミャンマー語などは、なかなか自

然言語処理が進んでいなかったんですけれども、ミャンマーからの研究者とともに頑

張って、キーボード入力の標準のやり方も開発しましたし、コーパスをつくるソフト

ウエアなんかで成果も加速して、新しい方たちが入ることによってアジア言語の支援

がどんどん加速して、日本では多分一番強い、トランスレーション能力のあるエンジ

ンになっていると思います。 

 それから、先ほどの宇宙天気予報のDeep Flare Netなんかは、ＡＩの研究成果が、実

際の公的業務に使われるようになってきていますし、サイバーセキュリティのほうも、

研究者の方たち連携して、企業の方たちに技術移転していますので、いろいろなツール

が商用化された形で外に出ています。 

【大場部会長代理】  ありがとうございます。いい成果がたくさん出ているようですの

で、ぜひ継続して取り組んでほしいなと思います。 

 以上です。 

【徳田理事長】  ありがとうございます。もしＮＩＣＴ側から補足があれば。 

【矢野理事】  サイバーセキュリティの分野でも、先ほど説明がありましたように、技

術移転、いろいろな技術があるのですけれど、産学官連携拠点のところでも、実際に

人材育成のところで、私たちがずっとＣＹＤＥＲ演習とか、いろいろなところで培っ

てきた技術を少し外にも出しています。例えば、企業、大学さんのところでも、実際

に学生さんに使っていただいてニーズを引き出したりしています。また、さらにそれ

をメーカーさんのところ、サイバーセキュリティのソフトウエアを作って、演習を担

当している企業さんとも連携して、そこにベースの部分を提供して、そこで企業向け

をターゲットとして使われるところにフレーバーを付けるというか、企業さんで独自

の色を出していただいて使っていただくような取組もしています。ということで、私

たちの技術が、学生さんなどからもいろいろニーズを聞き取るなど、実際の現場のニ

ーズを聞き取って、企業とも連携して、我々の技術をコアにしたものが世の中に広が

っていくというシステムが行われています。 

【徳田理事長】  ありがとうございます。１点、私も忘れていて、宇宙関連とか光もそ

うですけれど、世界トップクラスの成果が、単純にずっと持続的にいくわけではなく

て、外部の方たちとの、例えば宇宙ですとスペースＩＣＴコンソーシアムという形で、

関連するステークホルダーと、うちのＮＩＣＴの研究者たちがディスカッションする
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場があります。光のほうも、そういう長く続いているコンソーシアムがありまして、

特にフォトニックス関係の成果というのは、そういう外の方たちとの連携で、ある意

味支えられて、総務省さんのほうで、直轄の研究プロジェクトも走っているというこ

とも大事だと思います。そういう外のステークホルダーの方たちとの持続的なコンソ

ーシアムがうまく動いているというのも非常に大きな力の１つと思っております。 

【大場部会長代理】  ありがとうございます。非常に相乗効果が出ていて、いいなと思

いました。 

【尾家部会長】  どうぞ。 

【安井理事】  私はネットワーク系を担当しているのですけれども、最近、Ｂｅｙｏｎ

ｄ ５Ｇの大きなうねりがあって、これは日本の強化、これは必須のものだと思って、

総力戦でいくということで協力しているんですが、一方で、数年で実装できるような

ところを狙うというところがかなり強調されざるを得ないところがあります。ただ一

方で、例えば、光ですとマルチコアファイバとか、ようやく標準外径のものとか、関

連するSDMなどの技術ができてきたというところになっているわけですけれども、そ

の発端は２００８年ぐらいまで遡るんです。 

 その当時、いかにして限界を突破するかといういろいろな議論があった中で、マルチ

コアファイバもそうですが、関連する技術というのが必要だというふうにコミュニティ

ができて成長してきたものです。そういうものがＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの中でも部分的に

生かされながら、割と短い期間で実装できるようなところに生かされていくというとこ

ろがあります。社会実装の要求から全体がドライブされるプロジェクト推進の中で重要

な基礎研究課題の発見があり、それが基礎研究開発に戻っていく面があります。そうい

う基礎研究と社会実装型のプロジェクトでは、時間軸がそれぞれ違うんですけども、そ

れらが並行しながら、うまくかみ合いながらやってきたのが、ここ１０年、２０年だっ

たのだと思っています。 

 ですから、これからも、社会実装に向けたプロジェクト推進の中で、恐らく新しい方

向性の発見とか方法論の発見が出てくると思われますので、そこを基礎に戻して、しっ

かりと長期的視点で腹を据えて取り組んでいくといったところも大事にして、基礎技術

が空洞化することは避けていきたいなと思っております。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。そのほか何か御質問ございませんでしょうか。 

【尾辻委員】  尾辻でございます。 
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【尾家部会長】  尾辻先生お願いします。 

【尾辻委員】  ありがとうございます。詳しい大変丁寧な御説明ありがとうございまし

た。また、昨年度に続きまして、各分野で優れた成果が非常に上がっているというこ

とで、心強い御説明でした。 

 特に、量子技術が世界的に進む中で、我が国も、ようやく文科省中心の各種の戦略目

標も拡充してまいりましたし、ＮＩＣＴの事業についても大きく期待しているところで

ございます。ただいま、最後の御議論にありました、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの研究開発促進

事業、これについて、少し質問と申しますか、意見を申し上げたいと思います。 

 今回の資料におきましても、27ページから複数ページにわたりまして、大変詳しく事

業の展開について、また、今後の計画について御説明いただいたところでございます。

国際的な連携も含めて、また、課題間の連携も含めて、多様なレベルで縦軸と横軸、た

て糸とよこ糸を通していく戦略的な計画が進められていること自体に大変期待してお

ります。 

 私自身もその開発課題を１本抱えているところではございますが、特に研究予算、そ

れから今後の事業の延長、発展計画について、少し意見を申し上げたいんですが、32ペ

ージのところで、開発プログラムの拡充というお話が御紹介されたところでございまし

て、これは、30ページのところで、令和２年度につきましては、最初の３００億の基金

に始まって、補正予算の２００億が令和３年度、そして、４年度の当初予算として、電

波利用料１００億円という計上が見られるところでございます。現在、推進中の、当初

に採択された課題、これがＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ研究開発促進事業として、それから、後年

次に新たに採用された課題、この課題が昨年度、最初にスタートしたものが１２月にス

テージゲートを終了しているところなんです。 

 これが33ページのところに、ステージゲートによる今後の仕分についての記載がある

んですが、大変残念だったのは、ステージゲート評価の結果が、原則マイナス査定で評

価されて、今年度以降の財源の確保が見通せない状況で、電波利用料財源を充てるとい

うことになってしまったところです。つまり、後年次につきましては、基金、約３００億

の財源が新しい事業に全て振り分けられるという立てつけになってしまいそうである

ところに大きな不安を抱えています。当初、策定されて採択された課題は、どちらかと

いうと基礎基盤よりのフェーズであったところを、今後は出口志向のほうに少しシフト

するという意向はもちろんよく理解できるんですけれども、財源の担保なくしては、研
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究継続が成り立ちませんので、ぜひその辺のところを切れ目がないような形で、持続可

能な形で予算の確保、それから充当をやっていただけるように、ＮＩＣＴがファンディ

ングエージェンシーとしての非常に大きな取組になりますので、ぜひ十分な御配慮がい

ただければと思う次第です。 

 以上でございます。 

【尾家部会長】  どうもありがとうございます。いかがでしょうか。何か御説明。 

【新田理事】  それでは、新田のほうからご説明します。尾辻先生、コメントありがと

うございました。 

 新しい基金事業におきましては、社会実装とか海外展開を志向する出口志向のプログ

ラムに移行していく方向にシフトしていく中で、これまで従前の基金で始めていただい

たプロジェクトについても、できるだけ持続可能な形でもちろん続けていくということ

で、我々ファンディングエージェンシーとして、そのための調整を総務省とも連携しな

がら進めてきました。 

 一方で、確保できる委託研究開発予算には、やはり制約があったりとか、次年度どの

程度の額が確保できるか分からないという、国の研究予算の措置におけるなかなか先を

見通せない事情があります。電波利用料で措置されているがゆえに、恒常的に使える基

金ではなく、毎年度措置される予算に基づくものであることを前提としておりますので、

その辺、実施者の方々にとっては少し不安なところもあるかと思いますが、我々として

も、できるだけ、社会実装の促進ですとか、電波利用料財源の場合は、特に電波の有効

利用に資するような研究成果を出していただくということで、限られた予算をできるだ

け有効に使いながら、既存のプロジェクトの実施者の方々の持続性についても、可能な

範囲でファンディングエージェンシーとして対応させていただくということはさせて

いただきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。尾辻委員、いかがですか。 

【尾辻委員】  新田理事様、どうもありがとうございました。ぜひよろしくお願いいた

します。 

【尾家部会長】  ほかに何か御質問ございませんでしょうか。 

【森井専門委員】  森井です。先ほどから人材育成ということで、戦略的ＩＣＴ人材育

成というところで、特に量子ＩＣＴというところで、令和４年度だけでも、非常に有

効な成果を出されて、これかなり期待されると思います。 
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 その中で、分野的にというか、これ、今回は特にオンライン講義とかそういう、仕方

ないという部分もあったのかもしれませんけど、オンライン講義とかをされて、全国的

にそういう展開というのが必然的にされていると思うんですけれども、やはり私、大学

にいるわけですけれども、大学関係で、例えば量子ＩＣＴをやられている研究者という

のが網羅的にいるかというと、構成員も含めてですけれども、なかなかいないわけです

よね。拠点が都市部に集中していると。そうなると、学生さんとか若手研究者はそうで

もないかもしれませんけど、学生さんが全国にそういうところで、量子ＩＣＴをしっか

りと学ぶというわけじゃないですけども、そこに興味を持ってもらうような、そういう

仕組みというのを考えていただけたらなと思っていますので、今後、その視点もこれか

ら広げていくという視点を、都市部だけでそういう人材を集中的にとるんじゃなくて、

広げていくというような観点を持っていただけたらなと思いますので、ぜひお願いいた

します。 

 それは直接的な話じゃなかったんですけれども、人材育成の話で、先ほどからサイバ

ーセキュリティ関係のこともよく出てくるわけなんですけれども、毎回ヒアリングのと

きに、確かに積極的に全国展開で、いろいろな分野の人、分野というか自治体だとか企

業も含めてですけど、自治体、あるいは学生さんもいますけれども、そういう人らに対

して、いろいろな試みをしているということで、それは非常に評価できることだと思う

んですけれども、それのアウトプットというか、それがどういう成果をもたらしている

のかというのは、毎回ヒアリングで私、聞かせていただいているんですけれども、大体

の答えが、毎回同じような回答になっているわけですよね。 

 そこら辺、今後も含めてということになるんですけれども、こういう今、個別でいろ

いろサイバーセキュリティ関係ではいろいろな仕組みをつくっていますけれども、あれ

をどう持っていこうかという考えと、それから、今までやってきたことがどういう成果

を具体的に得ているのかと。ただ、ＳｅｃＨａｃｋなんかでしたら、確かに何人かの方々

は企業に入って活躍しているというようなことは言われるんですけれども、具体的な話

としてそういうのがあるのかというと、１人、２人の特例というのはあるかもしれませ

んけど、それ以外のところではあまりないわけです。 

 確かに、１人でも２人でもすごく光った人が出てくれば、それだけでも大きな意味は

あると思うんですけれども、それが本当に見合っているのかというところも含めて、ヒ

アリングのときに、また質問させていただくことになるかもしれませんので、そこら辺、
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ヒアリングのところで準備していただけたらなと思いますので、お願いいたします。 

 仕組みとしてと言いますか、今やっていることは非常に重要だと思いますので、それ

をどういうふうに拡張していくのかということも含めてだと思うんですけれども、成果

がどれぐらい今、出ているのかというのを説明いただけたらなと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

【矢野理事】  担当しております、矢野でございます。 

 まず、量子については、51ページに説明がございます。右下にピラミッドの絵がござ

いますけども、一番下のところが体験型というところで、こちらは量子ＩＣＴって何だ

ろうみたいなところから入って、講演中心で行うところ、このあたりは学生さん、また

社会人の方々の興味の裾野を広げるところ。 

 その上の段階の緑のところでございますけども、こちらにございます、探索型という

ことで、こちらはもう少し絞って、主に大学のどうしても研究室の方になるのですけれ

ども、数名のチームを組んで、予算も少し使っていただきながら進めるところ。そこか

らさらに若手チャレンジラボという、右側にピラミッド上のほうから伸びていますけれ

ども、こちらの方は私たちのところで、リサーチアシスタントのような形で雇用をして、

個別に実際に研究を指導するような形でどんどんステップアップをしながら進めてい

くということであります。 

 こちらは、実際にサイバーセキュリティでも、先生も御存じかもしれませんけど、Ｓ

ｅｃＨａｃｋの中でも、リターンズという形で卒業生が、私たちのところでアシスタン

トになっていただいたりとか、そういう貢献をしていただくということもあります。そ

の前例に倣って、量子も１回受講して終わりではなくて、どんどんステップアップして

いただいて、うまくいけば、私たちのところでも貢献いただく。人材育成の取組、さら

に研究所やセンターに入っていく取組のところもあり、そういう意味での人材の還流も

できているかと思います。 

 サイバーセキュリティのほうに戻りますと、ＳｅｃＨａｃｋで、先生御存じのことも

あるかもしれませんけども、毎年４０名程度で、もう５年、６年と続けており、非常に

若い、本当に一番若い方は小学生の方から、年齢は上限２５歳で切っているのですけれ

ども、その辺りの若い方々にどんどん入っていただいています。若い方々は本当に、私

たちのところのＳｅｃＨａｃｋを終了した後に、実際に、別の省庁での取組の中で何か

資格を持たれたりとか、また大学の中で総長に付くような、特命のようなものを受けて
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動いている方々とか実際に起業している方々もいらっしゃいます。 

 そういう方々をどこまで出ていますかというと、なかなか厳しいところはあるかもし

れませんが、そういう取組を着実に進めていかないと。また、この取組の中で、少し長

くなって恐縮なんですけれども、倫理的な観点とか法律の観点からもいろいろ指導をし

ていて、ダークサイドに陥らないようにとか、私たちの国を守っていく方向ということ

で、国の産業にも貢献できるような人たちを育てるという取組をしております。 

 また、調書３のほうで、個別に具体的にどういう事例があったかというのは、もう一

度御説明申し上げたいと思います。 

【森井専門委員】  ありがとうございました。もう一つ、ＳｅｃＨａｃｋと、もう一つ

の柱という、ＣＹＤＥＲをやられているわけなんですけれども、あれもずっとそのま

ま、ＣＹＤＥＲをこのままＮＩＣＴでやっていくのか、あるいは、どういうふうに発

展させていこうとしているのかというようなところも説明いただけたらと思いますの

で、ヒアリングのときにでも、またお願いいたします。 

【矢野理事】  ＣＹＤＥＲも御説明申し上げましたように、地方自治体で北海道など県

庁所在地以外にも取組をしているのですけれども、そこにも行きづらい方々に対応で

きるように我々が向かっていくという出前ＣＹＤＥＲとか、あと、大規模なところで

すと、予備校さんがやられているような、衛星講義のような形で、講師は１か所、東

京にいて、チューターは現地の幾つかに居て、そこに向かって同時に配信ということ

も考えています。ＣＹＤＥＲの成果は、実際に自治体の方々のレベルアップを、ボト

ムのレベルアップを図るだけではなくて、これまでにも東京オリパラの関係ですとか、

表にあまり出ないところでも実際に貢献しているというところがあり、私たちのとこ

ろの演習をうまく使って、広く貢献していくという取組も進めております。 

 また、詳細につきましては、項目別ヒアリングの際に御説明申し上げたいと思います。 

 もし盛合執行役から何か補足がありましたらと思いますが、いかがでしょうか。 

【盛合執行役】  分かりました。盛合でございます。御質問ありがとうございます。 

 本番、項目別ヒアリングのほうで改めてと思いますけど、一言だけ付け加えます。Ｃ

ＹＤＥＲをこのまま、ＮＩＣＴがずっとやり続けるのかという御質問に関してなんです

けれども、最近ランサムウエア等のサイバー攻撃も非常に激しくなっているということ

で、様々な業界から、医療や、いろいろなところから御要望が来ているところでござい

まして、これ全部、ＮＩＣＴで受け切れる数ではないということで、ＣＹＤＥＲでつく
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ってまいりました教材ですとか、あるいは演習環境というところを、いろいろな演習事

業を行っていただく事業者の方に技術移転して、そこから展開するという多面的なアプ

ローチも考えております。 

 それがちょうど18ページ右下にございます、ＣＹＲＯＰです。サイバーセキュリティ

ネクサスでの、右下のところでございますけれども、Ｃｏ－Ｎｅｘｕｓ Ｃの取組の

１つでございます。この辺り、詳細はまた御説明をさせていただきたいと思います。 

【徳田理事長】  盛合さん、どうもありがとうございました。矢野理事もありがとうご

ざいました。基本的に長期で考えると、私たちは研究開発機関なので、こういう人材

育成のプログラムなり、トレーニングプログラムも、マザーマシンになって、研究者

側から最先端の一番新しい情報を提供してあげて、民業圧迫にならない形が良いです。

長期的にはそういう民間の方たちがいろいろなレベルに合わせて、今、盛合所長のほ

うから話がありましたけども、できれば、イギリスなんかはそういう標準の教材は、

ＮＳＡがサーティファイしてあげてコンテンツを出していますが、マザーマシンとい

うイメージが多分一番いいんじゃないかなと思っております。どうも御質問ありがと

うございました。 

【森井専門委員】  どうもありがとうございました。ぜひ今、すごいノウハウを持って

おられると思うんですよね。それと、いろいろなそれに関する資料だとか、そういう

ものを構築されていて、それは非常に重要な、国にとっても非常に重要な資源だと思

いますので、ぜひ技術移転だとか、そういうことを念頭に入れられて、考えていただ

ければと思いますので、お願いいたします。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

【橋本専門委員】  ありがとうございます。私、一昨日、サイトビジットをさせていた

だいて、非常にたくさんの先進的な研究、見学させていただいて、本当に感銘を受け

たんですけれども、一方で、中堅の研究者の方々の人材流出という課題もあるという

ことを伺いまして、ここで問題提起するのが適切なのかどうかということもあるんで

すけれども、人材育成、広い意味での人材育成という観点で、ＩＣＴ人材育成を、割

と戦略的なほうは若手中心ではあるんですけれども、人材流出をいかに守っていくか

と、技術を守っていくかという観点も、ぜひ中長期的に検討いただけないかなと考え

ております。というのが、そういうことを御検討いただけておりますでしょうかとい

うのが質問となります。 
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 以上です。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。いかがでしょうか。 

【増山理事】  増山のほうから御説明させていただきます。 

 研究員の関係につきましては、特定研究員という制度がございまして、国にとって非

常に重要な課題の関連する研究課題でかつ人の確保が難しいというところにつきまし

ては、これを指定して、実際にそこに参加している研究員につきまして、何種類か、６種

類ぐらいあるんですが、それぞれ手当を払うという、特定研究員という制度を運用して

いるという状況でございます。 

 あとは、人材流出という件で言えば、給料の件もそうなんですけど、それ以外にも研

究者にとってふさわしい環境を準備すると、研究環境ということも貢献するのかなと考

えております。 

 以上です。 

【橋本専門委員】  ありがとうございます。すごく重要な試みだと思います。先ほども

日本を守るというお話があったと思うんですけれども、日本を守るために予算は限ら

れているので非常に難しいことだと思うんですけれども、全体としても底上げをして、

環境もよりよくしていけるような施策というものを、総務省さんをはじめ、御検討い

ただくことが日本のためかなと感じました。 

 すいません、ありがとうございました。以上です。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。前原委員ですか。お願いいたします。 

【前原専門委員】  専門委員の前原です。どうもありがとうございました。分野ごと、

大変密度が濃くて、さらに非常に広範な、そしてすばらしい研究成果が、今年も、昨

年度もしっかりと創出されていることを理解いたしました。本当にすばらしいことと

思います。 

 私のほうからは、32ページのＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ、公募型の研究開発のプログラムにつ

いて、意見といいますか、思ったことを述べさせていただきたいと思うのですけれども、

こちら、機構の研究者を連携オフィサーとして実証研究と各研究課題との連携を図るた

めに２６名配置するとあります。こちら、まさにＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの推進という形とし

て見ると、それを先端的高度に進めていく上で大変有効だと思うのですけれども、一方

で、機構としての、一番最初に御説明いただいた、それぞれ重い研究というところがあ

るかと思うのです。ということで、限られた研究者の中で、こういう基盤研究とＢｅｙ
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ｏｎｄ ５Ｇ、ファンディングエージェンシーとの両立をしていくことというのは、非常

に難しい課題があるのかなと思うのです。ということで、例えば、公募研究のために機

構内の研究者の皆様のエフォートが広がったところをうまくマネジメントしていくと

いうことが、やはりそれがあまり重くならないようにマネジメントしていくということ

がとても重要になってくるのかなとも思いました。 

 ということで、例えば公募プログラムの中で、機構が応募できるとか、あるいは公募

プログラムの中のそれぞれの研究項目、その中でマッチングできたものを機構内のリソ

ースとして活用できるとか、その辺の柔軟なリソースの活用といったところがあるとよ

いのかなと思ったのですけど、その辺というのは、どのような形でやっているのかとい

ったところが、質問といいますか意見となります。教えていただければと思います。 

【新田理事】  お答えいたします。確かに機構の特徴といたしまして、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ

の研究現場を持ちつつ、かつファンディングエージェンシーの機能、資金配分の機能

を持っているというところがあります。ＪＳＴやＮＥＤＯなどは、基本的にはファン

ディングエージェンシーに特化している機関ですが、そういう意味では、ＮＩＣＴは、

特殊な研究開発法人の立ち位置にあるかと思います。 

 これについては良い点ももちろんあります。研究現場の研究の知見を持った専門家が、

プロジェクトのマネジメントをできるということ、これは連携オフィサーの皆さんにそ

ういうところを期待して配置しておりますが、こういった体制により支援体制を構築し

ているところです。 

 一方で、先ほど御質問あったとおり、それでは公募プログラムに機構の研究者が応募

できるかについては、やはりできないと整理をしているところです。これは自ら資金を

配って、それを自分で使うという構造は、我々としては難しいと考えております。ただ、

研究開発基金を直接的に研究現場が受給することは難しいのですが、例えば実施者との

連携の中で、機構の研究シーズを提案者に活用してもらい社会実装を進めていくという、

少し違う形でのＮＩＣＴの貢献などはあるかと考えております。 

 また、関連する論点といたしまして、令和５年度の話でありますので令和４年度の実

績報告としては記載しておりませんが、６６２億円という新しい基金がＮＩＣＴに造成

されたことで、資金配分機関として大きな役割を担うことになりましたので、プロジェ

クトマネジメントをしっかり実行していくための体制というのは、令和５年度の課題と

して出てくると思います。ファンディングエージェンシーが持つべきプロジェクトマネ
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ジメントをできるような人材をどう確保していくのかというところが次の課題となっ

てくるところです。 

 これについては、研究現場の人たち、連携オフィサーにこれからも支援してもらうと

いっても限界があるかと思いますので、プロジェクトマネジメント人材を機構としてど

のように獲得、確保していくのかが課題です。これはほかのファンディングエージェン

シーとの人材獲得の競争にもなりますので、非常に重要な課題ではありますが、この点

については、ファンディングエージェンシー全体の議論にもなっているところですが、

我々としても大きな基金を任されているということで、ここに取り組んでいきたいと考

えているところです。 

【徳田理事長】  御質問ありがとうございました。一番ネットワーク関係の研究者の悩

ましいところを御指摘いただいたと思っております。 

 研究者側は、自主研究を主に今までやってきたわけですけども、こういう連携オフィ

サーのようなポジションになりますと、まず、知財、ファイアウォールの問題があって、

どこまではあちらのプロジェクト、どこからどこの情報は出していいかいけないかとい

う、そこら辺の管理も重要です。一番私、個人的に気になったのは、基金のスタイルで、

今、新田理事からお話ありましたように、ＮＩＣＴの研究者と企業の研究所が一緒にな

って提案書を書けないという問題があります。ＮＩＣＴでは非常にいい前例がありまし

て、ＪＵＮＯ２、ＪＵＮＯ３なんかは、受かった場合には、ＮＩＣＴ内部の運営交付金

でサポートしてあげるという形で、ファンディングのソースが変わって支援できるので、

１つは、こういう自主研究者の方たちと、企業の方たちが連携して、ＮＩＣＴと企業で

ジョイントでＢｅｙｏｎｄ ５Ｇに向けて研究開発を加速しようといった時に、基金の

公募には手を挙げられないという制約があります。別枠で、私たちのほうで、総務省か

らの新しい財源であったり、ＮＩＣＴの運営交付金の財源から工夫をしてあげて、基金

とはコンフリクトが起きない形でサポートしてあげるというのも、１つの今後のやり方

かなと思っております。非常に悩ましい状況で、基金の額も非常に大きいですので、研

究者としては、実際、一緒に提案書を書きたいというニーズは非常に高いんですけども、

それをどういうふうに解消していくかというのは今後の課題の１つと思っております。

ありがとうございます。 

【前原専門委員】  本当にどうもありがとうございました。本当に御丁寧に御説明くだ

さりまして、本当にありがとうございます。 
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 まさに、本当に自主研究もしっかりと推進する、しないといけない。その上で、ファ

ンディングエージェンシーとして、しっかりとマネジメントしていかないといけないと

いうことで、まさに、ＮＩＣＴの役割というのがどんどん広がっていく一方で、リソー

スというのは、人材にしても資金にしても限られているというところがありますので、

研究者の負担といいますか、そちらのほうを大変懸念いたしました。ただ、理事長、そ

して新田様おっしゃいましたように、まさに柔軟にマネジメントを行い、しっかりと施

策を打ってくださっているということで、本当に安心いたしました。 

 ということで、まさに大変難しいことだと思うのですけれども、さらなる研究の推進、

発展を期待しております。どうもありがとうございました。 

【徳田理事長】  ありがとうございます。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。安井理事、何か。 

【安井理事】  簡単に申し上げます。今の話で、私もネットワーク分野の連携オフィサ

ーに関わりがあるものですから、その視点でご意見申し上げます。 

研究マネジメント能力と研究推進能力は極めて相関が高いので、研究推進の応力の高い

主力の目利きのできる人が連携オフィサーとして関わることで、これまで頑張ってきて

おります。非常にいい仕事をしていると思うんですけども、これから長きにわたって、

この制度を安定化させていくにあたっては、既存の有能な研究者を協力させる今の形だ

けでは持たないため、先ほど新田のほうからもありましたように、そういうタイプの人

材を発見して育成していくということも併せて実行していくことがかなり重要になる

と思っております。 

 これは国全体の問題なのですが、それに関してもう一つ重要なこととしては、そうい

うリサーチアドミニストレーターとか、そういうタイプの人たちの評価を高くすること

が必要だと思います。評価を高くして処遇も高くしていくということを国全体で考えな

いと、そういうところに優秀で志の高い人が集まらないというところもあろうかと思い

ますので、ぜひそういったところ、ほかの法人との協調もしつつ、我々としても頑張っ

ていきたいと思いますので、ぜひ御支援をお願いしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

【前原専門委員】  どうもありがとうございます。大変御丁寧に、どうもありがとうご

ざいます。ありがとうございました。 

【尾家部会長】  ありがとうございました。森田先生、どうぞ、お願いします。 
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【森田専門委員】  森田でございます。大変丁寧な御説明をいただきまして、ありがと

うございました。 

 私から、２つになっちゃうかもしれないんですけど、御質問させていただきます。１ペ

ージと２ページに書かれている研究項目と戦略というような長期計画があって、それ以

降で詳細な説明をしていただいているんですけど、この詳細な説明に対して、これはす

ごいボリュームだと思うんですが、これが実際の長期計画の中に、どのくらい研究領域

がカバーできて、達成度がどのくらいなのかというマトリックスみたいなのがございま

したら、今後のヒアリングのときに見せていただきたいかなと思います。 

 マトリックスには、さらに言うなら、今、議論されていたように、どのくらい投資、

そこにお金がかけられているかというような観点のマトリックスがあるといいなと思

い、ございますかという質問と、あと、そのときにネットワーク、情報通信という、私

もずっとネットワークなので、日本が、ＮＩＣＴさんがやっているこの研究と、アメリ

カと比べたらどうなのか、ヨーロッパの各国と比べるとどうなのか、そのカバー範囲、

達成度がどうなっているかというようなことも見たいと思うんですけれども、いかがで

しょうか。 

【徳田理事長】  私たちの中で、もう少し細かいレベルの資料には、この分野の技術で

はどこがトップを走っていて、ここがコンペティターでというような情報も入ってい

るんですけども、今おっしゃったのは、もう少し全体的が一目で分かりやすいマトリ

ックスを用意してくださいという御指摘だと思いますので、少し私たちのほうで持ち

帰らせていただきます。 

【森田専門委員】  どうしてかといいますか、日本は今、先を走っているようで、今は

もう完全にやられているという……。 

【徳田理事長】  全部やられているわけではなくて、先を走っている、例えばオプティ

カルファイバなんかのところもありますが、よく外で言われるように、技術で勝って

ビジネスで負けるという状況があります。ですから、そこら辺も、どこの技術分野で

はどことどこがコンピートしていて、例えば社会実装も、マルチコアのマルチモード

のケーブルなどは日本がつくったんですけど、イタリアの自治体がトライしたいとい

ってＮＩＣＴに相談があって、日本の企業とともに実証しています。これだけデジタ

ル田園都市構想があるのに、日本では引いてくださる自治体や実験場がなくて、イタ

リアで実証実験をしているというような形なんです。 
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 ですから、そこら辺、今、おっしゃった、一目でもう少し分かりやすい情報というこ

とを、すいません、私たちの資料が非常に細かくて、なかなか可視化があまり得意では

ありません。詳細過ぎてなかなか情報が伝わらないので、御指摘よく分かりましたので、

持ち帰らせていただきます。ありがとうございます。 

【森田専門委員】  読ませていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。時間が大分、あ、どうぞ。 

【牛尾専門委員】  非常に時代の流れに対応して、多くの成果を生み出されているとい

うのが非常によく分かりました。大変なものだなと感心いたしました。 

 トゥーマッチディテールを拝見しますと、しかし、一方で、時代に対応しつつも、し

かし研究者は変わらないわけですよね。ずっとそこで働いているわけで、文言上の読替

えのようにも感じる箇所がなきにしもあらずで、それで、そういう分野の再編、あるい

は、廃止も含めた、また、掘り起こしですよね、その辺は一体、機構としてどういう基

準というか、どういう考えを持って当たられているのか、お伺いできればと思います。 

【徳田理事長】  御指摘どうもありがとうございます。私たちと同じような国立研究開

発法人は、５年であったり７年であったり、いろいろなテーマで中長期計画をつくっ

ております。ある意味、１つの節目というのは、次の中長期計画に行くときに、この

分野は再編するなり、ここはもう取り潰しをして、別のところに、こういう技術をや

ってもらおうということで、中長期計画のプランニングフェーズです。ですから、私

たちは今、第５期ですけども、最後の１年半とか２年ぐらいが山場になりまして、第

５期中長期計画が立ち上がるときも、実は特別に皆さんで議論していただいて、どこ

とどこは統廃合しようかということを毎回繰り返しやっております。 

 ですから、その議論が内輪で閉じているとよくないので、国内アドバイザリーの方々

からのコメントであったり、情報通信審議会からのフィードバックであったり、私たち

２年に１回、国際アドバイザリーボードも開いておりまして、海外の方から、特に例え

ばオープンイノベーションというキーワードがあるけども、どこまでオープンイノベー

ションが本当にＮＩＣＴはできているんだとか、そういう御指摘もいただいておりまし

て、各中長期計画の後半の２年、１年半ぐらい、最後のところ、そこで統廃合できるよ

うなメカニズムを持っております。 

 それが本当にうまく動いているかどうかというのは多分御指摘のところだと思いま

す。例えば、センシング技術に関してもトラディショナルなセンシング、先ほど地デジ
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のお話がありましたけども、一方では量子技術を使ってのセンシングや、例えば光ファ

イバを使って周りの音をとれるとか、距離、どこで音が、発砲が起きたかなどをセンシ

ングする技術などもアメリカでは今研究されています。光ファイバを使ったセンシング

技術とか、新しいそういう技術、量子の技術も入れて新しいパラダイムシフトが起きる

前に、そういうテーマも先ほどのTRIALであったり、NEXTでやっていただいていますので、

そういう意味では、幅広くいろいろな方たちの御意見も反映できるようなメカニズムで

やっていきたいと思っております。ありがとうございます。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。村瀬さん、お願いします。 

【村瀬専門委員】  ありがとうございます。先ほどの質問にもありましたが、サイバー

セキュリティの関係で、重ねて質問させていただきたいんですけども、先ほどの議論

にもありましたように、人材育成ですとか技術的な成果は非常にたくさん出ているも

のの、なかなかそれが見えてこないというお話で、私もおとといの月曜日の午後のい

ろいろ見せていただく中で、18ページ目ですけども、やはり国際セキュリティ製品を

つくっている企業、この図だと左下側ですけれども、一緒にやられてはいるんですが、

正直、そもそも日本国内にセキュリティ製品の有力企業がいないというところが出口

になかなかつながっていないと。 

 おとといの話の中でも、実際、セキュリティ企業というか、サーバーベンダに技術移

転しようと思ったら外資に買われてしまったというお話があったんですけども、これは

質問というよりは、この状況をいかに変えていくかというところを考えていかなきゃい

けないんだろうなと思っていまして、もちろん中長期的には人材を増やしていって、日

本の技術レベルを上げていくということも重要かと思うんですけども、その有力なセキ

ュリティ製品、いかに国産のものとして、日本のセキュリティ製品ベンダを育てていく

のか、あるいは、今の既にネットワーク機器ベンダのようなところに、そういうことを

促していくのかみたいなところを、今日はもう時間ないと思いますので、ぜひ個別の議

論の中でお話を伺えればありがたいと思います。よろしくお願いします。 

【徳田理事長】  どうもありがとうございます。次の個別の機会でお答えさせていただ

ければと思います。時間がもう大分迫っておりますので、村瀬先生、どうもありがと

うございました。 

【尾家部会長】  どうもありがとうございました。 

【村瀬専門委員】  セキュリティ関係は、特にそこはプレーヤーが少ないというのもあ
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りますし、実は同じような話が、多分情報処理関係にも、通信関係にもあって、なか

なか、例えばベンチャーレベルからメジャーな企業に、日本の場合、育ってこないと

いうところが課題なんだとは思いますが、セキュリティ関連の場合は、特に最初の部

分が厳しいんだろうなと思います。よろしくお願いします。 

【矢野理事】  まさに村瀬専門委員の御質問の観点に応える組織が、ここのページにご

ざいます、サイバーセキュリティネクサスという取組です。日本のサイバーセキュリ

ティに関するデータがない、だから分析技術や産業も育たない、人も育たないという

ので、何とかしなきゃいけない。というので、産学官が集まるための組織を、国の御

支援をいただきながら進めていくということです。 

 詳細につきましては、また、調書３のほうで御説明申し上げたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

【村瀬専門委員】  やるべきことはやられているということは、非常に実感しているん

ですが、逆に、ＮＩＣＴさん、あるいは総務省さん全体として、何か考えていかなき

ゃいけないんだろうなと思っていますので、何か、逆に現場レベルからいい知恵が出

てこないかなということを期待しています。 

【徳田理事長】  どうも御指摘ありがとうございます。ブートストラップの途中という

感じなんですが、ぜひ、御意見よく分かりましたので、次回の項目別ヒアリングのほ

うで、細かく御議論させていただければと思います。ありがとうございました。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。オンラインからはいいですか。 

 大変活発な御質問などありがとうございました。今回、幅広い御質問の中でも、ＮＩ

ＣＴの研究活動が持続的に行われて、成功を勝ち取るような仕組みが必要だということ

で、皆様、お考えではないかと思います。 

 今回は、そういう意味ではＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの基金が導入される年でもありますの

で、それが効果的に運用されるということを期待されていらっしゃると思いますが、こ

の話題は、ここの部会で出たのは多分、細かいお話は初めてなものですから、そういう

意味では、これまでの様々なＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの研究活動も支援していただくような

委託助成ですか、そういった制度もぜひ御検討いただきたいと思いますし、安井理事か

らありましたように、光で言うと、研究開発から世の中に出るまでに１５年ぐらいかか

るといったものですから、社会実装といっても非常に時間がかかるものかと思いますの

で、今回、社会実装、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの社会実装といったときにも時間的な長短が十
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分あると思いますので、そういったところを酌み取って、国立研究開発法人らしい業務

が遂行されますことを期待するところです。 

 いかがでしょうか。よろしいでしょうか。本当にありがとうございました。 

 事務局から何か連絡がございましたらお願いします。 

【横谷補佐】  事務局でございます。本日はありがとうございました。 

 今後のスケジュールにつきまして、先ほど御説明させていただきましたとおり、６月

から７月にかけて、評価項目ごとの個別のヒアリングを実施いたします。ヒアリングの

後に御担当の委員、専門委員の皆様から評価調書を御提出いただくことになります。 

 その後、次回の部会を７月１０日、月曜日の１７時、夕方５時から予定しております。

遅い時間からの開催であり恐れ入りますけども、どうぞよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 

 

閉  会 

【尾家部会長】  ありがとうございます。 

 それでは、以上をもちまして、第４１回総務省国立研究開発法人審議会情報通信研究

機構部会を終了いたします。どうもありがとうございました。 

 

（以 上） 


